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シンボルマーク
著名な吉田カツ氏のデザインによる本会のシンボルイラストレーションである©

表紙写真の説明
第 34 回日本医用歯科機器学会で金賞を受賞した「傾斜角を自由に設定し保持でき
る印象体スタンドの開発」（鶴見大学歯学部歯科技工研修科・角田龍平の論文か
ら図を引用した。）

日本医用歯科機器学会では、複写複製および転載複製に係る著作権を学術著作
権協会に委託しています。当該利用をご希望の方は、学術著作権協会
（https://www.jaacc.org/）が提供している複製利用許諾システムもしくは転載
許諾システムを通じて申請ください。
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